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戦
前
の
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
史
学
科
主
任
教
授
を
務
め
ら

れ
た
平
泉
澄
博
士
は
、
日
本
中
世
史
研
究
の
権
威
と
し
て
、
皇
国

の
護
持
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
精
神
の
真
髄
を
明
ら
か

に
せ
ら
れ
て
き
た
碩
学
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
福
井
県
勝
山
市

平
泉
寺
町
に
鎮
座
す
る
白
山
神
社
に
生
を
享
け
ら
れ
た
博
士
は
、

戦
後
は
白
山
神
社
宮
司
と
し
て
神
明
奉
仕
の
日
々
を
送
ら
れ
、

「
生
涯
を
青
袴
の
一
神
職
と
し
て
、
ひ
た
す
ら
氏
子
と
共
に
神
に

拝
み
神
に
仕
へ
た
一
生
」（
三
一
三
頁
）
を
終
え
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
博
士
の
歴
史
観
・
国
家
観
は
も
と
よ
り
、
そ
の
全
活
動
の
基

底
に
神
道
論
・
神
道
観
が
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。
本
書
は
、
厖
大
な
博
士
の
著
述
の
な
か
か
ら
、
博
士
の

神
道
論
・
神
道
観
を
窺
う
上
で
適
当
な
論
文
・
講
演
記
録
十
九
篇

を
ま
と
め
た
も
の
。
平
成
二
十
六
年
は
、
博
士
が
帰
幽
せ
ら
れ
て

か
ら
三
十
年
目
に
当
た
り
、
そ
の
記
念
と
し
て
編
集
さ
れ
た
。

　

第
Ⅰ
部
「
神
道
総
論
」
は
、
神
道
史
上
の
重
要
人
物
の
事
績
に

焦
点
を
当
て
て
、「
国
家
を
お
守
り
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
こ
と
、

「
神
お
は
し
ま
す
」
こ
と
を
確
信
す
る
と
い
う
こ
と
、「「
祈
る
」

と
は
ど
う
い
ふ
も
の
か
」
を
懇
切
に
説
い
た
講
演
記
録
「
神
道
の

本
質
」
の
ほ
か
、
博
士
の
主
眼
で
あ
っ
た
神
道
と
国
家
と
の
関
係

を
説
い
た
論
文
を
ま
と
め
、
第
Ⅱ
部
「
神
道
の
歴
史
」
で
は
、
神

仏
習
合
・
神
仏
分
離
に
関
す
る
論
考
の
ほ
か
、
伊
勢
神
宮
・
出
雲

大
社
・
大
神
神
社
・
住
吉
大
社
・
日
光
東
照
宮
・
靖
國
神
社
と

い
っ
た
個
別
の
神
社
を
論
じ
た
論
稿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
第
Ⅲ

部
「
歴
代
の
御
聖
徳
」
に
は
、
天
智
天
皇
・
後
鳥
羽
天
皇
・
順
徳

天
皇
・
後
醍
醐
天
皇
・
孝
明
天
皇
・
明
治
天
皇
の
御
歴
代
の
御
聖

徳
に
関
す
る
論
文
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
最
後
の
平
泉
隆
房
氏

に
よ
る
「
神
職
と
し
て
の
祖
父
平
泉
澄
」
は
、
御
令
孫
の
立
場
か

ら
神
職
と
し
て
の
博
士
の
姿
を
描
い
た
も
の
で
、
本
書
を
読
む
上

で
大
い
に
参
考
に
な
る
。
平
泉
博
士
に
改
め
て
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
今
日
、
博
士
の
思
想
と
行
動
を
正
し
く
知
る
上
で
、
ま
た
博

士
の
御
遺
志
を
継
承
す
る
上
で
も
必
読
の
書
と
言
え
よ
う
。

平
泉
澄
著
・
日
本
学
協
会
編

『
平
泉
澄
博
士
神
道
論
抄
』

　
　

錦
正
社　

平
成
二
十
六
年
五
月　

Ａ
5
判　

三
一
八
頁　

本
体
三
五
〇
〇
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関
東
大
震
災
当
時
の
日
本
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
下
に
あ

り
、
新
た
な
国
家
・
社
会
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
た
時
代
で

あ
っ
た
。
皇
室
と
宮
内
省
も
そ
の
存
在
意
義
に
危
機
感
を
持
ち
、

国
民
と
の
結
び
つ
き
を
よ
り
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
意
識
の
現
れ
の
ひ
と
つ
に
関
東
大
震
災
時
の
救
療
活
動

が
あ
っ
た
と
み
て
、
具
体
的
な
対
応
と
施
策
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

震
災
時
、
皇
室
は
、
救
恤
金
を
は
じ
め
、
医
療
品
や
糧
食
な
ど

速
や
か
に
罹
災
者
へ
下
賜
し
た
。
ま
た
、
摂
政
裕
仁
親
王
・
貞
明

皇
后
・
各
皇
族
は
、
被
害
の
状
況
を
積
極
的
に
把
握
す
べ
く
視
察

や
慰
問
を
繰
り
返
し
行
い
罹
災
者
を
激
励
し
た
。
さ
ら
に
は
産
前

産
後
の
罹
災
婦
人
、
罹
災
小
児
の
疾
患
を
心
配
さ
れ
た
皇
后
の
強

い
意
を
う
け
て
宮
内
省
で
は
巡
回
救
療
班
を
迅
速
に
組
織
し
、
東

京
・
横
浜
で
の
救
療
活
動
を
献
身
的
に
行
い
、
こ
の
延
長
線
上
に
、

皇
后
の
思
召
を
う
け
た
大
正
十
三
年
・
十
四
年
の
歳
末
の
貧
者
救

済
の
宮
内
省
侍
医
寮
臨
時
診
察
所
の
活
動
が
あ
っ
た
。

　

罹
災
者
に
対
す
る
皇
后
の
き
め
細
や
か
な
配
慮
は
、
様
々
な
方

面
に
見
ら
れ
た
。
三
万
人
余
が
痛
ま
し
く
焼
死
し
た
本
所
区
横
網

町
の
被
服
廠
跡
に
、
新
宿
御
苑
の
花
を
用
い
て
花
環
を
賜
わ
っ
た
。

ま
た
思
召
に
よ
り
下
総
御
料
牧
場
か
ら
乳
牛
十
頭
を
渋
谷
御
料
牛

乳
所
へ
移
さ
れ
、
困
却
し
て
い
た
乳
児
や
疾
患
者
へ
の
牛
乳
の
配

給
に
意
を
注
が
れ
た
。
さ
ら
に
十
二
月
に
な
る
と
罹
災
者
に
晴
れ

着
を
賜
う
た
め
自
ら
縫
い
針
を
も
ち
、
多
く
の
女
官
や
女
子
学
習

院
に
も
裁
縫
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
、
日
本
赤
十
字
社
・
済
生
会
に

賜
わ
っ
た
。
皇
后
の
配
慮
は
外
国
の
使
節
団
に
も
及
び
震
災
時
お

見
舞
い
と
し
て
在
京
各
国
大
公
使
館
に
羊
肉
・
野
菜
・
葡
萄
酒
を

賜
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
震
災
時
の
危
機
的
状
況
で
、
皇
后

が
如
何
に
国
内
外
に
お
い
て
重
要
か
つ
的
確
な
配
慮
を
さ
れ
た
か

が
理
解
で
き
る
。
著
者
は
、
貞
明
皇
后
の
姿
を
と
お
し
て
、
近
代

の
皇
后
の
使
命
と
役
割
に
つ
い
て
の
研
究
を
深
め
る
べ
き
こ
と
、

ま
た
一
方
で
官
衙
と
し
て
の
近
代
の
宮
内
省
研
究
を
切
り
開
く
こ

と
を
本
書
に
お
い
て
提
言
し
て
い
る
。

堀
口
修
著

『
関
東
大
震
災
と
皇
室
・
宮
内
省
』

　
　

創
泉
堂
出
版　

平
成
二
十
六
年
七
月　

Ａ
5
判　

二
〇
四
頁　

本
体
四
〇
〇
〇
円
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筆
者
は
こ
れ
ま
で
『
明
治
聖
徳
論
の
研
究
―
明
治
神
宮
の
神
学

―
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
二
十
二
年
）
を
刊
行
し
、
明
治
天
皇
・

昭
憲
皇
太
后
の
「
聖
徳
」・「
坤
徳
」
に
関
し
て
思
想
史
の
研
究
手

法
を
用
い
て
論
じ
て
き
た
。
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
前
著

刊
行
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
間
に
発
表
し
た
学
術
論
文
を
基
に

し
て
い
る
も
の
が
多
い
も
の
の
、
頁
数
や
体
裁
、
言
葉
遣
い
な
ど

が
直
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
と
い
う
筆
者

の
配
慮
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

第
一
章
「
世
界
の
中
の
神
道
」
は
Ｗ
・
Ｇ
・
ア
ス
ト
ン
や
新
渡

戸
稲
造
と
い
っ
た
近
代
の
日
本
学
者
の
神
道
論
を
、
著
書
を
基
に

紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
引
用
文
献
も
丁
寧
に
確
認
し
、
近

代
の
神
道
論
が
日
本
と
欧
米
の
学
者
の
相
互
影
響
の
も
と
に
形

成
・
発
展
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
章
「
明
治
の
聖
徳
」
は
、
五
箇
條
の
御
誓
文
や
教
育
勅
語
、

唱
歌
「
金
剛
石
」、
そ
し
て
御
製
や
御
歌
な
ど
か
ら
明
治
天
皇
・

昭
憲
皇
太
后
の
「
聖
徳
」・「
坤
徳
」
を
偲
び
つ
つ
、
同
時
代
の
国

民
の
天
皇
・
皇
太
后
に
対
す
る
敬
仰
追
慕
の
念
を
検
討
し
て
お
り
、

「
明
治
神
宮
の
源
流
と
し
て
の
聖
徳
」
で
は
明
治
神
宮
創
建
に
繋

が
る
国
民
感
情
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
三
章
「
神
社
と
崇
敬
」
で
は
明
治
神
宮
、
靖
國
神
社
、
護
國

神
社
お
よ
び
著
者
の
奉
職
す
る
岩
手
県
一
関
市
の
御
嶽
山
御
嶽
神

明
社
な
ど
、
近
代
に
創
建
・
再
興
さ
れ
た
神
社
を
中
心
に
論
じ
て

い
る
。
靖
國
神
社
や
護
國
神
社
の
前
身
で
あ
る
招
魂
社
に
関
す
る

案
内
記
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
各
社
が
担
っ
て
い
た
文
化
的
側
面

を
映
し
出
し
て
い
る
。

　

近
代
の
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
資
料
を
用
い
て
、
当
時

の
人
々
の
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
に
対
す
る
景
仰
追
慕
の
念
を

検
討
す
る
と
い
う
研
究
手
法
は
前
著
に
も
見
ら
れ
た
筆
者
特
有
の

手
法
で
あ
り
、
当
時
の
国
民
感
情
を
活
き
活
き
と
伝
え
て
い
て
と

て
も
興
味
深
い
。
明
治
神
宮
の
祭
神
論
、
ま
た
は
明
治
神
宮
史
を

研
究
す
る
上
で
の
好
著
と
言
え
よ
う
。

佐
藤
一
伯
著

『
世
界
の
中
の
神
道
』

　
　

錦
正
社　

平
成
二
十
六
年
十
月　

四
六
判　

九
六
頁　

本
体
九
〇
〇
円
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著
者
は
、
特
殊
神
饌
の
特
徴
を
、
祭
り
を
行
う
人
々
―
本
書
で

は
「
祀
り
手
」
と
す
る
―
の
信
仰
的
・
社
会
的
生
活
の
表
出
と
定

義
し
て
い
る
。
そ
し
て
神
饌
を
供
え
る
人
々
、
つ
ま
り
祀
り
手
が

ど
の
よ
う
に
神
社
や
祭
り
に
関
わ
り
、
社
会
生
活
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
生
業
を
以
て
生
活
し
、
文
化
的
な
営
み
を
し
て
い
た
の
か
、

祀
り
手
が
祭
り
を
行
う
こ
と
や
神
饌
を
供
え
る
こ
と
に
ど
の
よ
う

な
意
味
を
捉
え
価
値
観
を
有
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら

の
信
仰
や
価
値
観
が
形
成
さ
れ
た
環
境
を
含
め
た
上
で
特
殊
神
饌

の
分
析
を
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
対
象
を
、
祭
り
や
神
饌
の

歴
史
的
変
遷
を
確
認
で
き
る
文
献
史
料
を
有
す
る
神
社
で
、
現
在

も
特
殊
神
饌
を
継
承
し
て
い
る
事
例
に
絞
り
込
み
、
饗
応
神
饌

（
食
事
形
式
を
主
と
し
て
調
え
ら
れ
る
神
饌
）
と
し
て
香
取
神
宮
大
饗

祭
神
饌
と
彌
彦
神
社
大
御
膳
、
供
覽
神
饌
（
見
せ
る
こ
と
を
重
視
し

た
形
が
調
え
ら
れ
る
神
饌
）
と
し
て
北
野
天
満
宮
の
瑞
饋
神
輿
と
御

上
神
社
の
ず
い
き
神
輿
、
生い

き

調み
つ
ぎ（

鳥
や
魚
な
ど
を
生
き
た
ま
ま
に
供

え
る
神
饌
）
と
し
て
気
多
神
社
の
鵜
祭
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

著
者
は
、
特
殊
神
饌
の
形
成
さ
れ
る
要
因
を
め
ぐ
っ
て
、
神
社

周
辺
の
地
域
生
業
が
、
祭
り
に
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に
携
わ
る

人
々
の
信
仰
を
形
成
す
る
重
要
な
要
素
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

神
社
の
祭
り
の
目
的
や
意
義
、
神
饌
に
用
い
ら
れ
る
食
物
類
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
契
機
と
な
っ
た
こ
と
、
食
事
形
式
や
調
理
技
法
を

含
め
た
食
文
化
と
風
流
作
り
も
の
に
代
表
さ
れ
る
風
流
等
の
文
化

的
要
素
を
祀
り
手
達
が
取
り
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
等
を
指
摘
し
て

い
る
。
ま
た
、
従
来
特
殊
神
饌
は
古
い
信
仰
や
文
化
を
形
式
と
し

て
保
持
し
継
承
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
著
者
は
各

事
例
の
考
察
に
よ
り
、
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
特
殊
神
饌
の
形

式
や
作
法
は
、
実
際
に
は
多
く
の
歴
史
的
変
遷
を
経
て
継
承
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
は
じ
め
て
詳
細
な
考
察
が

可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
た
今
後
の
展
望
と
し
て
、
①
事
例
研
究
の
蓄
積
と
類
型
化
―

比
較
研
究
へ
の
展
開
に
向
け
て
―
、
②
食
文
化
と
の
関
連
性
、
③

神
饌
と
饗
宴
、
を
示
し
研
究
課
題
と
し
て
い
る
。

吉
野
亨
著

『
特
殊
神
饌
に
つ
い
て
の
研
究
』

　
　

武
蔵
野
書
院　

平
成
二
十
七
年
二
月　

Ａ
5
判　

三
二
五
頁　

本
体
一
一
〇
〇
〇
円
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現
代
の
日
本
人
は
、
信
仰
し
て
い
る
宗
教
を
も
っ
て
い
る
と
答

え
な
く
と
も
、
人
生
の
節
目
に
は
驚
く
ほ
ど
宗
教
的
な
行
動
を
示

す
。
何
が
彼
ら
を
駆
り
立
て
て
い
る
の
か
。
そ
の
背
後
に
は
ど
の

よ
う
な
心
性
が
あ
る
の
か
。
本
書
は
高
度
経
済
成
長
期
以
後
、
現

代
社
会
の
象
徴
で
あ
る
東
京
を
中
心
と
し
た
都
市
部
に
お
け
る

「
安
産
祈
願
」「
初
宮
参
り
」「
七
五
三
」「
厄
年
」
の
四
儀
礼
の
調

査
を
通
し
て
、
現
代
の
人
生
儀
礼
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
意
義

を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
儀
礼
は
、
い
ず
れ
も
女
性

と
子
ど
も
に
関
わ
り
の
深
い
儀
礼
と
し
て
共
通
点
を
有
し
て
い
る
。

　

各
儀
礼
の
実
態
把
握
は
、
主
に
儀
礼
の
執
行
者
（
社
寺
）
と
参

加
者
の
両
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
に

よ
る
。
著
者
独
自
の
母
親
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
縦
横
に
駆
使
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
、
本
書
の
内
容
を
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
も
の
に
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
各
儀
礼
は
、
①
社
会
的
承
認
の
縮
小
・
喪

失
、
②
霊
魂
の
関
わ
り
の
希
薄
化
、
③
社
寺
参
拝
へ
の
画
一
化
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
意
味
か
ら
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

そ
の
背
景
に
は
、
子
ど
も
観
や
人
生
観
の
変
化
、
メ
デ
ィ
ア
の
影

響
、
子
ど
も
写
真
館
の
登
場
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
変
化
が
見
ら
れ
て
も
、「
現
代
人
は
、

人
生
儀
礼
に
み
ら
れ
る
宗
教
的
要
素
に
、
他
で
は
得
に
く
い
自
分

と
社
会
を
つ
な
ぐ
も
の
、
ま
た
過
去
や
未
来
へ
と
つ
な
い
で
く
れ

る
確
か
な
要
素
を
見
出
し
て
い
る
」
と
し
、
現
代
日
本
社
会
に
お

け
る
人
生
儀
礼
の
意
義
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

現
代
人
に
と
っ
て
、
人
生
儀
礼
に
見
ら
れ
る
宗
教
的
要
素
は
、

な
お
魅
力
に
満
ち
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
度
経
済

成
長
を
経
て
大
き
く
変
化
を
遂
げ
た
人
生
儀
礼
が
、
こ
れ
か
ら
の

さ
ら
な
る
社
会
変
動
の
な
か
で
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
く
の
か
。
そ

れ
に
対
し
て
社
寺
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
。
そ
の

と
き
、
人
生
儀
礼
に
見
ら
れ
る
宗
教
的
要
素
は
、
な
お
人
々
の
心

を
捉
え
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
の
か
。
本
書
は
、
単
な
る
儀
礼
の

実
態
解
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
考
え
る
上
で
多
く
の
示
唆

を
も
与
え
て
く
れ
る
。

田
口
祐
子
著

『
現
代
の
産
育
儀
礼
と
厄
年
観
』

　
　

岩
田
書
院　

平
成
二
十
七
年
三
月　

Ａ
5
判　

三
四
七
頁　

本
体
六
九
〇
〇
円
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本
書
の
基
本
的
な
テ
ー
マ
は
、
正
し
い
神
社
神
道
信
仰
と
は
何

か
、
と
い
う
問
題
を
学
問
の
課
題
と
す
る
神
道
神
学
に
基
づ
い
て
、

神
宮
（
神
社
）
に
祀
ら
れ
る
祭
神
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

第
一
章
「
明
治
神
宮
祭
神
考
」
は
、
明
治
天
皇
と
昭
憲
皇
太
后

と
の
御
魂
を
め
ぐ
っ
て
、「
記
紀
神
話
」
及
び
近
世
国
学
者
の
言

説
に
示
さ
れ
た
有
史
以
来
の
正
統
な
神
道
信
仰
（
他
界
観
〈
幽
冥

思
想
〉・
神
観
念
）
に
基
づ
き
、
御み

稜い

威つ

著
し
い
神
霊
で
あ
る
こ
と

を
、
論
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
十
五
年
に
設
立
さ
れ
た
神
祇
院
に
於
い
て
、
伊
勢
の
外
宮

の
祭
神
豊
受
大
神
を
し
て
、
内
宮
祭
神
天
照
大
御
神
に
よ
っ
て
祭

ら
れ
る
神
で
あ
る
の
か
、
否
か
、
と
い
う
問
題
が
議
論
さ
れ
た
。

第
二
章
「
外
宮
祭
神
観
の
変
遷
」
は
、
当
該
問
題
が
近
世
の
神
宮

学
者
や
国
学
者
の
言
説
に
遡
る
も
の
で
あ
る
こ
と
確
認
し
、
そ
の

事
実
に
基
づ
い
て
、
一
部
宗
教
学
者
か
ら
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
を

鼓
吹
し
た
国
家
機
関
と
見
做
さ
れ
る
神
祇
院
を
、
学
術
的
な
視
点

か
ら
、
公
明
正
大
、
且
つ
自
由
闊
達
な
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
を
論

証
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

北
海
道
神
宮
の
前
身
で
あ
る
札
幌
神
社
の
創
建
は
、
明
治
二
年

九
月
、
明
治
天
皇
の
勅
旨
に
よ
る
神
祇
官
に
於
け
る
三
神
の
鎮
祭

に
遡
る
。
そ
の
際
、
中
心
に
大
國
魂
神
が
祀
ら
れ
、「
之
れ
に
大

名
無
遅
神
・
少
彦
名
神
を
配
祀
」
し
た
。
第
三
章
「
札
幌
神
社
の

祭
神
―
大
國
魂
神
の
神
徳
を
め
ぐ
っ
て

―
」
は
、
そ
の
史
実
に

着
目
し
、
平
田
篤
胤
以
降
の
平
田
派
国
学
者
に
よ
っ
て
、
大
國
魂

神
は
国
造
り
に
御
稜
威
を
発
揚
さ
れ
た
大
名
無
遅
神
（
大
国
主
神
）

の
荒
魂
と
規
定
さ
れ
て
い
た
事
、
か
か
る
「
開
拓
三
神
」
鎮
祭
に

先
立
つ
明
治
二
年
八
月
の
段
階
で
ロ
シ
ア
の
脅
威
に
対
し
て
蝦
夷

地
確
保
は
、
明
治
政
府
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
事
、
等
に
従
っ

て
、
大
國
魂
神
が
我
が
国
固
有
の
領
土
を
脅
か
す
外
寇
に
最
も
御

稜
威
を
発
揚
す
る
神
で
あ
る
と
信
仰
さ
れ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か

に
し
た
。
以
上
本
書
は
、
神
社
神
道
界
に
於
い
て
、
御
祭
神
の
御

神
徳
の
問
題
を
、
学
問
的
に
ど
の
よ
う
に
一
般
に
向
け
て
説
明
し

て
い
く
の
か
、
と
い
う
問
題
に
対
す
る
サ
ン
プ
ル
を
示
し
て
い
る
。

中
野
裕
三
著
　
　〈
錦
正
社
叢
書
〉

『
祭
神
論
　
神
道
神
学
に
基
づ
く
考
察
―
明
治
神
宮
・
札
幌
神

社
・
外
宮
の
祭
神
―

』

　
　

錦
正
社　

平
成
二
十
七
年
四
月　

四
六
判　

七
二
頁　

本
体
八
〇
〇
円
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古
代
以
来
、
神
社
を
中
心
と
す
る
場
で
神
ま
つ
り
を
執
行
す
る

人
々
の
こ
と
は
「
神
主
」「
祝
」「
禰
宜
」
な
ど
多
様
な
呼
称
で
呼

ば
れ
て
い
た
。
本
書
は
そ
れ
ら
神
ま
つ
り
の
執
行
者
を
「
神
職
」

と
し
て
総
称
し
、
平
安
時
代
を
中
心
に
当
時
の
社
会
に
お
け
る
役

割
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
意
欲
的
な
著
作
で
あ
る
。
公

文
書
の
記
述
な
ど
を
博
捜
し
、
当
該
時
代
の
神
職
に
関
す
る
総
合

的
特
質
を
広
い
視
野
か
ら
考
察
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
序
章
「
本
書
の
刊
行
趣
旨
と
構
成
」、
第
一
部
「
神

社
修
造
と
神
職
」、
第
二
部
「
神
社
の
社
格
と
神
職
」、
終
章
「
平

安
時
代
の
神
職
の
特
質
と
神
社
の
展
開
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
部
で
は
、
神
社
修
造
の
検
討
を
中
心
的
に
行
な
っ
て
お
り
、

神
社
お
よ
び
神
職
と
朝
廷
・
地
域
社
会
の
関
係
性
を
論
じ
る
こ
と

で
神
職
の
置
か
れ
た
立
場
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、「
奈
良
時

代
・
平
安
時
代
前
期
の
神
社
と
仏
教
組
織
」
と
の
一
章
を
設
け
、

当
時
の
神
祇
信
仰
を
考
え
る
上
で
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
神
仏

関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

第
二
部
で
は
、「
社
格
」
に
注
目
し
、
神
職
が
社
格
の
向
上
に

お
い
て
果
た
し
た
役
割
の
考
察
を
目
的
と
し
、
神
階
奉
授
の
意
義

や
、
一
宮
の
成
立
を
対
象
に
朝
廷
・
神
祇
官
と
地
方
神
社
と
の
関

係
性
を
論
じ
て
い
る
。
特
に
神
階
奉
授
に
つ
い
て
は
、「
平
安
時

代
の
諸
国
に
お
け
る
神
社
の
社
格
」
と
「
文
徳
朝
・
清
和
朝
に
お

け
る
神
階
奉
授
の
意
義
」
で
論
じ
て
お
り
、
文
徳
天
皇
朝
（
八
五

〇
～
八
五
八
）
に
朝
廷
が
特
別
な
関
心
を
寄
せ
た
神
祇
に
三
位
以

上
の
神
階
を
奉
授
す
る
秩
序
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
の
神
階
奉
授

の
基
本
原
則
と
な
っ
た
と
考
察
す
る
と
共
に
、
斉
衡
三
（
八
五
六
）

年
四
月
二
日
の
太
政
官
符
か
ら
三
位
以
上
神
社
の
神
主
・
禰
宜
・

祝
に
把
笏
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
神
階
を
基
準
と
す

る
祭
祀
者
制
度
の
構
築
を
見
て
い
る
。
社
格
の
向
上
は
神
社
の
公

的
性
格
の
高
ま
り
を
意
味
し
、
そ
れ
に
応
じ
る
よ
う
に
神
職
も
公

的
性
を
帯
び
て
神
事
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

古
代
に
お
け
る
神
ま
つ
り
、
神
社
に
お
け
る
神
職
の
役
割
を
理

解
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
最
良
の
一
冊
で
あ
る
。

加
瀬
直
弥
著

『
平
安
時
代
の
神
社
と
神
職
』

　
　

吉
川
弘
文
館　

平
成
二
十
七
年
五
月　

Ａ
5
判　

三
二
〇
頁　

本
体
一
〇
〇
〇
〇
円
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昨
年
七
月
十
五
日
、
九
十
歳
を
一
期
と
し
て
帰
幽
せ
ら
れ
た
鎌

田
純
一
先
生
の
一
年
祭
を
記
念
し
て
、
先
生
が
『
神
社
新
報
』
等

に
寄
せ
ら
れ
た
論
説
や
随
想
を
ま
と
め
た
論
集
で
あ
る
。
先
生
は

皇
學
館
大
学
教
授
と
し
て
、
多
く
の
神
職
を
育
成
せ
ら
れ
、
ま
た

宮
内
庁
掌
典
と
し
て
、
平
成
度
の
即
位
礼
・
大
嘗
祭
に
奉
仕
せ
ら

れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
加
藤
玄
智
博
士
と
直
接
の

面
識
が
あ
り
、
本
学
会
の
直
接
の
前
身
た
る
加
藤
玄
智
博
士
記
念

学
会
の
頃
よ
り
理
事
と
し
て
、
平
成
十
三
年
よ
り
は
明
治
聖
徳
記

念
学
会
顧
問
と
し
て
、
長
き
に
わ
た
っ
て
本
学
会
に
ご
尽
力
頂
い

て
い
た
。
書
名
は
、
倭
姫
命
が
日
本
武
尊
に
与
え
ら
れ
た
お
言
葉

と
し
て
夙
に
有
名
で
あ
る
が
、
揮
毫
を
求
め
ら
れ
た
際
、
先
生
が

よ
く
色
紙
に
書
か
れ
て
い
た
言
葉
と
い
う
。
そ
の
由
来
の
一
端
を

記
し
た
の
が
、
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
加
藤
玄
智
博
士
の
想

い
出
―
慎
莫
怠
―
」（『
神
道
研
究
紀
要
』
第
八
輯
）
で
あ
る
。
ま
た
、

本
誌
復
刊
第
五
十
号
に
巻
頭
言
と
し
て
寄
せ
ら
れ
、
恐
ら
く
先
生

の
絶
筆
と
な
っ
た
「
明
治
の
精
神
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
章
は
「
皇
室
と
祭
祀
」。
宮
内
庁
掌
典
・
同
侍
従
職
御
用

掛
の
お
立
場
か
ら
、
祭
祀
を
厳
修
せ
ら
れ
る
陛
下
の
お
姿
や
思
し

召
し
が
分
か
り
や
す
く
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
陛
下
の
お
側

近
く
に
お
仕
え
し
、
皇
室
祭
祀
に
通
暁
せ
ら
れ
た
先
生
に
し
か
な

し
え
な
い
。
第
二
章
「
随
想
類
」・
第
三
章
「
神
職
の
養
成
と
研

修
」
に
は
、
主
に
『
神
社
新
報
』
や
、
皇
學
館
大
学
関
係
の
発
行

物
に
寄
せ
ら
れ
た
随
想
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
少
年
時
代
や
駆
逐

艦
航
海
士
と
し
て
従
軍
し
た
想
い
出
を
語
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、

そ
こ
か
ら
先
生
の
お
人
柄
が
偲
ば
れ
て
興
味
深
い
が
、
多
く
は
神

社
界
へ
の
厳
し
く
も
暖
か
い
提
言
と
な
っ
て
い
る
。
第
五
章
の

「
論
説
」
は
、
他
の
章
と
は
少
し
毛
色
が
異
な
っ
て
お
り
、
専
門

的
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
説
か
ら
、
國
學
院

大
學
・
皇
學
館
大
学
の
淵
源
、
神
道
と
は
何
か
、
神
宮
式
年
遷
宮

の
本
義
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
の
論
説
・
随
筆
も
、
考

え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
神
社
界
を
考
え
た
い

人
に
は
参
考
と
な
る
提
言
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

鎌
田
純
一
著
　
　〈
神
社
新
報
ブ
ッ
ク
ス
18
〉

『
慎
み
て
怠
る
こ
と
な
か
れ
―
鎌
田
純
一
論
集
―
』

　
　

神
社
新
報
社　

平
成
二
十
七
年
六
月　

新
書
判　

二
五
七
頁　

本
体
一
二
〇
〇
円
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こ
れ
ま
で
、
神
社
神
道
界
（
学
界
・
教
育
界
・
神
社
界
）
に
於
い

て
八
面
六
臂
の
活
躍
を
し
て
こ
ら
れ
た
阪
本
是
丸
博
士
の
既
発
表

の
短
篇
、
エ
ッ
セ
イ
等
を
改
め
て
編
集
し
た
新
書
が
此
の
度
刊
行

さ
れ
た
。
神
社
新
報
の
「
主
張
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
コ
ラ
ム
が
本

書
の
凡
そ
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
容
易
に
想
像
で

き
る
よ
う
に
、
本
書
の
内
容
は
、
現
今
の
神
社
神
道
界
あ
る
い
は

社
会
の
趨
勢
を
視
野
に
入
れ
た
、
真
に
時
宜
に
適
っ
た
斯
界
（
神

社
神
道
界
）
へ
の
提
言
と
い
う
側
面
を
、
明
確
に
備
え
て
い
る
。

振
り
か
え
っ
て
、
斯
界
の
最
も
喫
緊
の
課
題
と
は
、
我
が
国
の

様
々
な
領
域
で
、
伝
統
的
な
価
値
観
や
物
の
考
え
方
が
忘
却
さ
れ

て
い
く
過
程
に
あ
る
只
中
で
、
い
っ
た
い
神
社
神
道
は
国
民
一
般

に
向
け
て
、
何
を
発
信
し
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
然
の
事
な
が
ら
、
そ
の

営
み
は
、
将
来
の
神
職
を
目
指
す
学
生
も
含
め
た
所
謂
神
社
人
が

学
問
と
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
を
、
前
提
と
し
て
い
る
。

　

本
書
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
明
確
な
よ
う
に
、
現
今
、
全
体
的
に

云
え
ば
、
必
ず
し
も
学
問
を
十
分
に
尊
重
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
斯
界
関
係
者
に
向
け
て
、
如
何
に
し
て
、
学
問
に
向
き
合
う
べ

き
か
、
乃
至
は
「
強
い
て
勉
め
て
学
ぶ
」
と
い
う
営
み
を
自
分
の

も
の
に
で
き
る
の
か
、
と
い
う
提
言
が
随
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
軽
妙
洒
脱
な
博
士
の
書
き
振
り
に
、
思
わ
ず
笑
み
を

こ
ぼ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
が
、「
大
嘗
祭
」「
神
宮
大

麻
」「
陵
墓
」「
英
霊
祭
祀
」「
五
箇
條
の
御
誓
文
」「
戊
申
詔
書
」

「
明
治
維
新
」「
祝
祭
日
」「
皇
位
継
承
」
と
い
っ
た
神
社
人
が
避

け
て
は
通
る
事
の
出
来
な
い
根
本
的
な
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
そ
の

本
質
理
念
を
平
易
な
言
葉
で
解
き
明
か
し
て
い
る
。
博
引
傍
証
に

し
て
優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
備
え
る
博
士
一
流
の
才
能
に
感
嘆

す
る
よ
り
他
に
な
い
。

　

斯
界
関
係
者
必
読
の
書
で
あ
る
こ
と
は
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま

で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
現
代
神
道
が
抱
え
、
明
確
な
指
針
を
示
そ

う
と
し
て
い
る
博
士
の
取
り
上
げ
た
個
々
の
問
題
は
、
一
般
読
者

も
魅
了
す
る
こ
と
、
間
違
い
は
な
い
。
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